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闇!  朝

NPO仲 間が助っ人
東
日
本
大
窪
災
の
被
災
地
で
、
資
金
難
に
悩
む

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
い
手
を
差
し
伸
べ
る

「助
っ
人
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
」
が
活
躍
し
て
い
る
。

宮
城
県
東
松
岳
市
で
高
齢
者
や
若
者
の

居
場
所
づ
ぐ
り
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｆ
Ｏ
法
人

「創
る
村
」
は
、
新
築
し
た
て
の
事
務
所

が
津
波
に
浸
り
、
１
階
が
使
い
物
に
な
ら

な
く
な
っ
た
。
必
要
な
補
修
賓
は
２
千
万

円
ゃ

「ど
こ
に
助
成
■
縛
願
い
す
れ
ば
い

軸
螺
辞
妻
鶴
艶
謙
鵜

（７９
）
は
解
散
を
覚
悟
し
て
い
た
。

「被
災
状
況
を
教
え
て
ほ
し
い
」
■
救

難
蒔
務
貼
範概
邸譜
雑

る
」

（仙
台
市
）
が
送
信
し
た
。

ゆ
る
る
は
、
市
民
活
動
を
も
り
立
て
る

た
め
に
市
民
や
学
者
ら
が
結
成
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
企
業
や
行
政
を
つ
な
ぐ
月
刊
情
報
誌
の

発
行
な
ど
を
し
て
き
た
。
震
災
後
、
宮
城

懇課
菫
副融
髄
麟

に
寄
付
を
雰
る
サ
イ
ホ
「「復
興
み
や
さ
」

薙
難
鶴
い軽
…の増
あ
欝
謎
種
善
！
４

創
る
村
に
は
寄
付
と
助
成
で
２
千
万
円
　
　
岩
手
県
の
沿
岸
で
活
動
す
る
ま
ご
こ
ろ

以
上
が
集
ま
り
、
存
続
に
め
ど
が
付
い
　
ネ
ッ
ト
は

「ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
の
ガ
ソ

た
。
ゆ
る
る
の
大
久
保
朝
江
代
表
理
事
は
　
リ
ン
代
で
月
３
０
０
万
円
使
う
こ
と
も
あ

言
う
。

「破
災
地
を
復
興
す
る
に
は
、
元
　
る
」

（多
口
一
彦
理
事
長
〉
た
め
、
東
京

拳
鞄

効
薬

匿

訴

輪

Ｐ
。
交

擬

粟

球
￥

地
球

撤

期

隈

市
民
そ
れ
ぞ
れ
が
仕
事
で
済
い
た
能
力
　
わ
た
る
活
動
を
綱
羅
的
に
説
明
す
る
も
の

を
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に
生
か
す

「プ
ロ
ボ
　
だ
っ
た
。

汐篭
博
理
靖
嘔
害
る響

生譜
い彩
毒
撫
い紡
繁課

工（婆
粟
擢
窮
駆
鉗
鰈
穀
堆
難
談
鑓
譜
譜
懇
躍

ら
。
被
災
地
支
援
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「遠
野
　
Ｐ
Ｏ
法
人
は
多
い
。
企
業
人
も
加
わ
る
プ

鮮
充％崎
距
（ヽ縛
鵡
爛
争
報
韮
神
〓
そ
雪
畳
ふ
ぁ

支
援
機
運
拡
大
に
は
ア
ピ
ー
ル
必
要

被災地へ寄付やPR協 力
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
助
け
る

背
景
に
は
、
社
会
全
体
で
じ
っ
く
少
支
え

て
い
く
機
通
が
盛
り
上
が
ら
な
い
現
状
が

あ
る
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
財
界
（
政
府
が
２
０
０
０
年

に
設
立
し
た

「ジ
ャ
パ
ン

一
プ
ラ
ッ
ト
フ

，
■
ム
」

（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
▼
は
、
企
業
や
個
人

い
財

韓

熊

鶏

騒

端

紳

Ｐ

窪
災
後
の
１
年
間
で
集
ま
っ
た
６８
億
円
ｔ

余
り
の
う
ち
、
お
よ
そ
８
割
（約
５７
億
円
）

は
窪
災
直
後
の
昨
年
８
、
４
月
に
寄
せ
ら

れ
た
。
７
月
以
降
は
毎
月
■
千
万
～
８
千

万
円
台
で
推
移
し
、
億
臣
位
の
月
は
な
か

っ
た
。．
同
様
の
助
減
活
動
を
し
て
い
る
中

≡夫
共
同
募
金
会
の
コ
小
ラ
サ
ポ
」も
、
寄
付

の
減
少
が
著
し
い
＝
グ
ラ
フ
。
大
阪
大
学

大
学
院
の
山
肉
直
入
教
震

（
公
共
経
済

学
）
は

「Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
ど
れ
だ
け
校
災

地
、
稜
災
著
に
役
立
つ
活
動
を
し
て
い
る

け
る
こ
と
を
始
め
て
い
る
。

（冬
餐
蟹

）
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